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還暦祝い100人超の盛会
� 昭和47年卒同期会
　昨年9月15日、昭和47年卒同期会を秋田キャッスルホ
テルにおいて開催しました。今回は還暦祝いを兼ねた開
催で、A組小野寺豊先生とF組近藤繁先生のご出席をい
ただき、総勢100人超の盛会となりました。
　還暦のお祓い、記念撮影後に懇親会に入り、同期20
人恩師2人の物故者への黙とうに始まり、同期の現校長
C組高橋貢君の母校現況報告、県外参加者28人からの
近況報告、女性参加者への記念品贈呈等、終始和やか
賑やかに進み、全員で校歌斉唱を行い閉会となりました。
また、同じキャッスルホテル内で行われた2次会には途中
参加者も加わり、「着装自由化決議」「ラグビー部の活躍」
等往時の思い出話の尽きないうちにお開きとなりました。
� （越前谷義明�記）

歴史探訪で地元再発見
� 追分支部�追分三叉路会
　同窓会追分支部「追分三叉路会」は昨年11月23日、
秋田市金足鳰崎公民館で平成25年度総会を開催した。
総会に先だって旧金足東小学校校舎に開設された「油谷
これくしょん」を見学、湯沢市の油谷満夫氏が半世紀を
かけて集めた50万点にも及ぶ秋田の身近な生活用品を見
て回った。次に文化財奈良邸を県立博物館学芸員の案内
で詳しく説明してもらい、江戸時代にタイムスリップした
ような錯覚に陥った。
　2時間ほどの「歴史探訪」の後、小泉潟のほとりに建
つ同公民館で総会・懇親会を開いた。高島副会長、高橋
校長も臨席され出席者一同、心地よい杯を酌みかわし、
校歌・校友会歌を歌って散会した。
� （昭和46卒　藤原正三�記）

卒業後4年ぶりに再会
� 平成22年卒同期会
　卒業後4年が経ち、卒業生の多くが新社会人として船
出する節目に、多くの方のご協力を得て同期会を開催で
きましたことを大変うれしく思います。卒業生142人に加
え、お世話になった先生方4人にもご参加頂き、同期会
は大盛況のうちに幕を下ろしました。久々に再会した友人
とも当時と変わらぬ距離感で話せるということは、私たち
の濃密な高校生活を象徴しているようで、秋田高校で3年
間を過ごせたことに改めて大きな喜びを感じております。
　これからも秋田高校卒業生であるという矜持を胸に、
己に恥じない生き方をしていこうと決意を新たにする機会
となりました。� （越中谷優一�記）

あれから40年、はずむ会話
� 昭和49年卒同期会
　２年半ごとに開催している49年卒同期会は今年1月3
日、秋田キャッスルホテルに恩師の藤田幸雄、小野寺清、
芳賀哲雄の各先生を含め45人の参加があり大いに盛り上
がった。
　同窓会副会長の佐野元彦の乾杯の音頭で開会。横浜
からの日帰り参加も含め県外から11人の参加。欠席者か
らは部活や修学旅行の思い出話なども寄せられ、高校時
代に戻って楽しく歓談した。
　「あれから40年」ということで、甲子園出場メンバーが
集まったことなど、小野巧から軽妙な語りで近況報告が
あり、恒例となった元応援団荘司裕の校歌・エールでお
開き。
　後日開催した幹事会で、次回は多くの同期生が還暦を
迎える来年の8月15日に開催することに決定した。
� （佐藤悦紹�記）
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